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基
調
講
演
：
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
の

融
合
に
お
け
る
中
国
の
繊
維
産
業
の

実
践
と
展
望
に
つ
い
て

　
グ
ロ
ー
バ
ル
繊
維
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
分
散
化
の

傾
向
が
見
ら
れ
、
世
界
経
済
の
低
成
長
･
高
イ
ン
フ
ラ

･
地
政
学
的
な
リ
ス
ク
の
高
ま
り
等
に
よ
り
大
き
な
時

代
の
変
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下

で
も
中
国
の
占
め
る
繊
維
加
工
量
は
大
き
く
、
一
人
あ

た
り
の
繊
維
消
費
量
も
世
界
の
消
費
量
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
繊
維
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
下
支
え
と

な
っ
て
い
る
。
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
発
効
は
三
か
国
の
繊
維
産

業
の
協
力
を
深
め
る
推
進
力
と
な
っ
た
。

　
日
中
韓
繊
維
産
業
協
力
進
化
の
方
向
性
と
し
て
①
経

済
貿
易
協
力
の
良
い
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
育
成
②
地
域
の

共
同
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
強
み
の
創
出
③
責
任
あ
る
発

展
の
共
同
推
進
を
提
案
。
日
中
韓
の
地
域
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
も
期
待
し
た
い
。

　
繊
維
現
代
か
産
業
体
系
作
り
に
向
け
た
７
つ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
紹
介
。
①
産
業
の
進
歩
を
促
す
繊
維
技
術
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
②
文
化
が
導
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
行
動
③
繊
維
グ
リ
ー
ン
製
造
の
実
践

と
企
業
の
社
会
的
責
任
の
履
行
④
協
調
と
連
携
に
基
づ

い
た
繊
維
の
地
域
間
流
動
ア
ク
シ
ョ
ン
⑤
双
循
環
を
促

す
グ
ロ
ー
バ
ル
･
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
向
上
ア
ク
シ
ョ

ン
⑥
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
繊
維
産
業
の
深
い
融
合

を
促
す
ア
ク
シ
ョ
ン
⑦
現
代
化
発
展
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

繊
維
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ソ
ー
ス
建
設
ア
ク
シ
ョ
ン
。

　９月６日に中国･青島において第11回日中韓繊維産業協力会議が開催され、各国の繊維産業関係団体の代
表者約100名が参加しました。以下に会議の概要を報告致します。
　会議は開催国の中国を代表し、夏 令敏（Xia Lingmin）中国紡織工業連合会秘書長から挨拶があり、続いて
崔 炳五（Byung-Oh Choi）韓国繊維産業連合会会長、富𠮷賢一 日本繊維産業連盟副会長の挨拶がありました。
その後、孫 瑞哲（Sun Ruizhe）中国紡織工業連合会会長からの基調講演、２つのトピックスに対し各国から
の報告が行われました。また今回は見学会が企画されており、そちらの様子もレポート致します。

第11回日中韓繊維産業協力会議の概要報告第11回日中韓繊維産業協力会議の概要報告

〈議案〉
基 調 講 演： グローバルサプライチェーンとの融合における

中国の繊維産業の実践と展望について
トピックスⅠ：各国の繊維産業の現状と展望
トピックスⅡ： 各国からの報告 ～コロナ後の繊維産業について～
見 　 学 　 会： オリエンタルモダンセンター

･青島ファッションウィーク開会式･青島大学

会議場の様子

一般社団法人日本染色協会　大島　直久
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ト
ピ
ッ
ク
ス
Ⅰ
．
各
国
の
繊
維
産
業
の
現
状
と
展
望

中
国
：
国
際
市
場
の
需
要
鈍
化
を
受
け
て
中
国

の
繊
維
産
業
維
持
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
っ
て

い
る
が
、
堅
調
な
内
需
市
場
が
下
支
え
と
な
っ

て
い
る
。
米
中
貿
易
は
低
迷
し
シ
ェ
ア
が
低
下
し
て
い

る
が
、
日
韓
の
繊
維
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
の
協
力
は

維
持
さ
れ
て
い
る
。

韓
国
：
韓
国
の
繊
維
産
業
は
4
万
7
千
社
、
25
万

人
雇
用
し
て
い
る
主
要
な
産
業
の
一
つ
で
あ
る

が
、
国
内
生
産
環
境
の
悪
化
や
生
産
拠
点
の
海

外
移
転
等
に
よ
り
落
ち
込
ん
で
い
る
。
主
要
な
輸
出
国

は
1
位
が
ベ
ト
ナ
ム
、
2
位
に
米
国
3
位
に
中
国（
日
本

は
7
位
）。
輸
入
国
は
1
位
が
中
国
2
位
が
ベ
ト
ナ
ム
3

位
が
Ｅ
Ｕ
で
10
年
前
か
ら
変
化
は
無
い（
日
本
は
6
位
）。

今
後
の
展
望
で
懸
案
と
な
る
の
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・

デ
ジ
タ
ル
転
換
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
い
る
。

日
本
：
日
本
の
繊
維
生
産
／
繊
維
需
要
は
回
復

途
上
で
あ
る
。
繊
維
生
産
と
医
療
需
要
は
コ
ロ

ナ
前
の
水
準
に
は
至
ら
ず
、
非
衣
料
需
要
が
堅

調
に
推
移
し
、
自
動
車
関
連
需
要
の
先
行
き
に
明
る
さ

が
戻
っ
て
き
た
。
将
来
に
向
け
た
取
組
と
し
て
日
本
繊

維
産
業
連
盟
の
2
0
2
3
年
の
活
動
方
針
、
日
本
化
学

繊
維
協
会
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
活
動
、
最
近
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
活
動
事
例
が
紹
介
さ

れ
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
Ⅱ
．
各
国
か
ら
の
報
告

中
国
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
東
洋
文
化
の
価
値
と
役
割

　
東
洋
の
文
化
を
考
察
し
、
世
界
で
活
躍
し
て

い
る
東
洋
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
（
三
宅
一
生
･
山
本
耀
司
･

ア
ン
ド
レ
キ
ム
）が
紹
介
さ
れ
た
。
東
洋
文
化
が
浸
透

し
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
ブ
ラ
ン
ド
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
世
界

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
舞
台
で
頭
角
を
現
し
始
め
て
い
る
。

韓
国
：
韓
国
繊
維
産
業
の
デ
ジ
タ
ル
転
換

　

韓
国
は
日
本
と
同
様
に
設
備
の
老
朽
化
･
高

齢
化
に
伴
う
人
手
不
足
に
よ
り
繊
維
産
業
は
低

迷
し
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｘ
に
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て

い
る
。
今
回
は
Ｄ
Ｘ
関
連
企
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
３

社
を
同
行
さ
せ
て
お
り
、
当
事
者
か
ら
自
社
の
取
組
に

つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
が
あ
っ
た
。
メ
タ
バ
ー
ス
・
V
R
の

活
用
や
３
Ｄ
デ
ザ
イ
ン
が
紹
介
さ
れ
た
。

日
本
：
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
共
通
の
テ
ー
マ
で
あ

る
た
め
、
三
か
国
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
。
日
本
か
ら
は
国
内
の
動
向
に
加
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
中
心
と
し
た
世
界
の
動
向
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
･
循
環
経
済
･
人
権
問
題
･
Ｅ
Ｓ
Ｇ
対
応
な
ど
広
く

紹
介
さ
れ
た
。
中
国
は「
グ
リ
ー
ン
」と「
気
候
行
動
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
気
候
変
動
対
策
に
重
点
を
置
い
た

活
動
の
報
告
、
韓
国
は
Ｄ
Ｘ
を
絡
め
た
取
組
の
報
告
が

あ
っ
た
。

見
学
会

〈〈
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ダ
ン
セ
ン
タ
ー

オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ダ
ン
セ
ン
タ
ー
〉〉

　
中
国
特
に
山
東
省
や
青
島
市
の
ブ
ラ
ン
ド
が
中
心
の

繊
維
製
品
全
般
の
常
設
展
示
会
場
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
明

確
に
し
た
パ
ネ
ル
展
示
や
現
物
展
示
に
は
洗
練
さ
れ
て

い
る
印
象
を
受
け
た
。

〈〈
2
0
2
3

2
0
2
3
青
島
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
開
会
式
〉

青
島
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
開
会
式
〉

　
中
国
で
は
各
地
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
開
会
式
で
は
今
回
の
代
表
団
と
山
東
省

お
よ
び
青
島
市
政
府
の
代
表
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
青
島

は
繊
維
産
業
が
盛
ん
で
行
政
も
力
を
入
れ
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
た
。
開
会
式
後
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
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〈
青
島
大
学
〉

〈
青
島
大
学
〉

　
翌
日
希
望
者
を
対
象
と
し

た
見
学
で
青
島
大
学
内
に
あ

る
生
物
多
糖
繊
維（
ア
ル
ギ

ン
酸
繊
維
）の
国
家
重
点
実

験
室
を
訪
問
し
た
。
水
溶
性

繊
維
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

ア
ル
ギ
ン
酸
繊
維
を
不
溶
化

し
実
用
強
度
を
持
た
せ
た
繊

維
の
開
発
製
造
を
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
推
進
し
て

い
る
。
生
物
由
来
･
生
分
解

性
･
難
燃
性
な
ど
を
特
徴
に

持
つ
繊
維
で
年
間
5
0
0
0
t
の
製
造
実
績
が
あ
る
。

合
意
書（
抜
粋
）

　
会
議
で
は
中
国
紡
織
連
合
会
会
長
の
孫
瑞
哲
氏
が

「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
の
融
合
に
お
け

る
中
国
の
繊
維
産
業
の
実
践
と
展
望
」と
題
し
た
基

調
報
告
を
行
っ
た
。
三
か
国
の
代
表
は
、「
中
日
韓
の

繊
維
産
業
の
現
状
と
見
通
し
」、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
東
洋
文
化
の
価
値
と
役
割
」、

「
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
転
換
」、「
持
続
可
能
な
発
展
」な

ど
注
目
さ
れ
る
話
題
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、
以
下

の
よ
う
に
合
意
し
た
。

１
．
コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
り
、
世
界
が
百
年
に
一
度
の

大
変
局
の
時
代
に
お
か
れ
て
、
三
か
国
は
交
流

と
学
び
愛
を
一
層
深
め
、
繊
維
貿
易
の
往
来
を

共
に
促
進
し
、
互
恵
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
産
業

チ
ェ
ー
ン
･
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
協
力
体
系
を

共
に
構
築
し
、
地
域
産
業
の
発
展
の
強
じ
ん
性

を
強
化
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

２
．
三
か
国
は
引
き
続
き
業
界
が
注
目
す
る
問
題
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
中
日
韓
に
お
け
る
繊
維
貿
易

の
自
由
化
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ト
レ
ン
ド
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
、
持
続
可
能

な
発
展
ア
ク
シ
ョ
ン
を
始
め
、
他
分
野
の
協
力

を
推
進
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

３
．
三
か
国
間
の
繊
維
産
業
協
力
会
議
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
を
引
き
続
き
果
た
す
た

め
、
三
か
国
は
第
12
回
韓
中
日
繊
維
産
業
協
力

会
議
を
韓
国
に
て
開
催
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

左から　崔 　炳五　韓国繊維産業連合会会長、
　　　　孫 　瑞哲　中国紡織工業連合会会長兼ITMF会長、
　　　　富𠮷 賢一　日本繊維産業連盟副会長

で
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
を
切
り
口
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
が

目
立
っ
た
。
中
国
国
内
に
お
い
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ザ
イ
ン
に
対
す
る
自
信
が
深
ま
っ
て
い
る
。
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ファッション・トレンドファッション・トレンド

2024年春夏2024年春夏
プルミエール・ヴィジョン・パリプルミエール・ヴィジョン・パリ

2
0
2
4
年
春
夏
プ
ル
ミ
エ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
略
し
て
P
V
）

パ
リ
が
、
こ
の
2
月
上
旬
、
パ
リ
・
ノ
ー
ル
見
本
市
会
場
に
て
開
催

さ
れ
た
。
出
展
社
数
は
44
の
国
・
地
域
か
ら
1
，2
4
6
社
が
出
展

し
、
日
本
か
ら
も
49
社
が
参
加
し
た
。
来
場
者
は
1
1
8
か
国
3
4
，

5
4
8
名
（
う
ち
70
％
が
フ
ラ
ン
ス
国
外
）
と
発
表
さ
れ
、
2
0
2
2

年
7
月
展
比
48
％
増
、
2
0
2
2
年
2
月
展
比
62
％
増
。
今
期
2
月
展

は
力
強
い
復
活
を
見
せ
た
会
期
と
な
っ
た
。

望
ま
し
い
未
来
へ
向
け
て

2
0
2
4
年
春
夏
は
理
想
と
現
実
の
狭
間
に
た
ゆ
た
う
季
節
。
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
世
界
は
今
、
混
沌
と
し
た
カ
オ
ス
の
時
代
に
突
入
し
て

い
る
。
私
た
ち
も
渦
巻
く
不
安
な
現
実
と
明
る
い
希
望
に
満
ち
た
理
想

の
中
で
揺
れ
動
き
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
求
め
る
理
想
と
現
実
が
織
り
な
す
、

よ
り
思
慮
深
い
解
決
策
を
導
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
望
ま
し
い
未
来
へ
向

け
て
、
追
求
さ
れ
る
の

が
理
想
と
現
実
の
相
乗

効
果
で
あ
る
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
テ
キ
ス
タ
イ
ル

も
高
い
理
想
を
掲
げ
、

自
然
や
素
材
に
敬
意
を

払
い
な
が
ら
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
デ
ザ
イ
ン

を
模
索
し
て
い
る
。
抑

制
の
効
い
た
持
続
可
能

な
生
産
方
式
と
美
的
ア

プ
ロ
ー
チ
の
シ
ナ
ジ
ー

効
果
が
生
み
出
す
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
数
々
--

-。そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
夢
と
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

エ
コ
ロ
ジ
ー
へ
の
関
心
を
よ
り
深
く
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
プ
ロ
セ
ス
の

中
心
に
据
え
る
シ
ー
ズ
ン
が
来
て
い
る
。

エ
コ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

P
V
パ
リ
で
は
今
期
も
、
ス
マ
ー
ト
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
に

「
エ
コ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
設
置
さ
れ
た
。
分
厚
く
平

た
い
俵
の
よ
う
な
袋
を
高
く
積
み
上
げ
た
巨
大
な
構
造
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
荘
厳
な
趣
を
醸
し
出
し
て
い
た
の
が
印
象

的
だ
っ
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
や
レ
ザ
ー
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
各

コ
ー
ナ
ー
で
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
調
達
の
最
前
線
が
紹
介
さ
れ
た
。

「
サ
ー
キ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
&
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」
で
は
、
い
わ
ゆ
る
二
次

原
料
、
す
で
に
一
回
目
の
人
生
を
終
え
た
原
料
を
利
用
し
た
メ
カ
ニ
カ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
や
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
素
材
を
多
数
展
示
。

　「
自
然
素
材
の
多
様

化
」
で
は
、
様
々
な
植
物

繊
維
を
中
心
に
コ
ッ
ト

ン
や
リ
ネ
ン
、
麻
素
材

が
数
多
く
見
ら
れ
、
ま

た
果
実
や
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
、
バ
ナ
ナ
な
ど
繊
維
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
サ
ト

ウ
キ
ビ
な
ど
を
原
料
に

し
た
高
機
能
な
合
繊
も
。

　「
染
色
仕
上
げ
加
工
」

で
は
、
自
然
な
色
合
い

の
コ
ッ
ト
ン
や
ウ
ー
ル

に
加
え
て
、
廃
棄
さ

一般財団法人日本綿業振興会
ファッション・ディレクター　柳原 美紗子
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れ
た
生
地
を
マ
イ
ク
ロ
パ
ウ
ダ
ー
染
料
に
変
換
し
た
り
、

す
で
に
染
色
さ
れ
た
繊
維
を
再
染
色
せ
ず
に
使
用
し
た

り
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
ア
イ
デ
ィ
ア
も
。
ま
た
木
材
残

渣
か
ら
開
発
さ
れ
た
高
性
能
の
黒
色
顔
料
、
農
業
廃
棄

物
の
発
酵
技
術
で
製
造
さ
れ
た
バ
イ
オ
顔
料
、
さ
ら
に

植
物
の
副
産
物
か
ら
開
発
さ
れ
た
防
風
・
防
水
膜
や
生

分
解
性
を
高
め
た
合
成
ポ
リ
マ
ー
ま
で
、
様
々
な
も
の

が
提
案
さ
れ
た
。

　
中
で
も
注
目
さ
れ
た
の
が
「
オ
リ
ジ
ン
&
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
」。
セ
ル
ロ
ー
ス
系
素
材
は
持
続
可
能
な
森
林
管

理
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
証
明
す
る
も
の
、
リ
ネ
ン

は
そ
の
優
秀
性
を
証
明
す
る
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
フ
ラ
ッ

ク
ス
R
」
や
「
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
リ
ネ
ン
R
」
の
ラ
ベ

ル
付
き
の
も
の
、
シ
ル
ク
は
桑
の
木
の
栽
培
か
ら
収
穫

ま
で
、
生
産
工
程
全
体
に
お
い
て
適
正
な
管
理
が
行
わ

れ
て
い
る
と
認
定
さ
れ
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
シ
ル
ク
、
コ
ッ

ト
ン
は
生
態
系
に
配
慮
し
た
品
質
基
準
を
満
た
す
も
の
、

と
い
う
よ
う
に
。

　
選
択
さ
れ
た
産
地
と
手
順
を
明
ら
か
に
す
る
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

行
わ
れ
た
す
べ
て
の
努
力
の
証
と
し
て
、
今
す
ぐ
に
で

も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

キ
ー
カ
ラ
ー
は
ル
ミ
ナ
ス
な
ア
シ
ッ
ド

　
今
シ
ー
ズ
ン
、
差
別
化
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
存
分
に

発
揮
す
る
の
が
カ
ラ
ー
。
そ
の
魅
力
は
、
際
立
っ
た
光

の
輝
き
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
る
。

　
キ
ー
カ
ラ
ー
は
ル
ミ
ナ
ス
な
ア
シ
ッ
ド
カ
ラ
ー
で
あ

る
。
デ
ジ
タ
ル

イ
メ
ー
ジ
と

リ
ン
ク
す
る
ビ

ビ
ッ
ド
な
パ
ス

テ
ル
ト
ー
ン
で
、

夢
の
よ
う
な
現

実
を
強
調
す
る
。

冷
た
い
太
陽

の
光
を
思
わ
せ

る
ク
ー
ル
イ
エ

ロ
ー
や
、
ク
ロ

ロ
フ
ィ
ル（
葉

緑
素
）
ジ
ェ
ル
、

ピ
ク
セ
ル
化
さ

れ
た
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
、
人
工
的
な
ピ
ン
ク
な
ど
、
や
や

露
出
オ
ー
バ
ー
で
も
あ
る
色
調
。
P
V
ト
レ
ン
ド
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ル
ー
シ
ー
・
ジ
ャ
ノ
ー
氏

は
と
く
に「
ク
ー
ル
イ
エ
ロ
ー
」
に
注
目
し
て
い
る
と
い

う
。
こ
れ
ま
で
の
陽
だ
ま
り
の
よ
う
な
温
か
さ
に
包
ま

れ
た
イ
エ
ロ
ー
で
は
な
く
、
す
っ
き
り
と
し
た
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
イ
エ
ロ
ー
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
、
焦
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
が
、

汎
用
性
の
高
い
カ
ラ
ー
レ
ン
ジ
。
も
の
憂
げ
な
優
し
さ

を
感
じ
さ
せ
る
グ
レ
ー
が
か
っ
た
色
調
で
、
控
え
め
な

白
や
ア
ッ
シ
ュ
ピ
ン
ク
、
ダ
ー
ク
ブ
ル
ー
、
プ
ラ
ム
パ
ー

プ
ル
、
モ
ー
ヴ
な
ど
。
曖
昧
さ
の
中
に
光
を
感
じ
る
色

合
い
が
こ
の
季
節
の
夢
と
重
な
る
。
さ
ら
に
シ
ー
ズ
ン

全
体
を
カ
バ
ー
す
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
エ
レ
ガ
ン
ス
を
備

え
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
カ
ラ
ー
も
浮
上
。

　
今
季
は
、
複
数
の
カ
ラ
ー
が
相
互
に
作
用
し
て
、
よ

り
現
実
に
即
し
た
自
然
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
つ
く
り
出
す

シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
。

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
は
植
物
繊
維
に
ス
ポ
ッ
ト

　
今
季
、
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ら
れ
た
の
が
コ
ッ
ト
ン
を

は
じ
め
と
す
る
植
物
繊
維
。
太
陽
と
私
た
ち
の
間
に
涼

し
い
風
を
送
り
込
む
フ
ィ
ル
タ
ー
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
中
で
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
が
リ
ネ
ン
を
中

心
と
す
る
植
物
に
特
有
の
靭
皮
で
あ
る
。
コ
ッ
ト
ン
も

ソ
フ
ト
の
追
求
一
辺
倒
で
は
な
い
、
靭
皮
効
果
を
演
出

し
た
も
の
が
増
え
て
い
る
。
流
動
感
の
あ
る
素
材
や
ク

ラ
シ
ッ
ク
な
素
材
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、
滑
ら
か
な
フ
ァ

ブ
リ
ッ
ク
に
魔
法
を
か
け
て
魅
了
す
る
植
物
の
靭
皮
。

単
に
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
、
そ
の
個
性

的
な
存
在
感
に
着
目
し
た
い
。

　
こ
う
し
た
中
、
下
記
4
つ
の
シ
ー
ズ
ン
ハ
イ
ラ
イ
ト

が
浮
上
し
て
い
る
。

⑴
表
情
豊
か
な
ナ
チ
ュ
ラ
ル

　
テ
キ
ス
タ
イ
ル
と
自
然
界
を
結
び
つ
け
、
一
見
無
造

作
に
見
え
る
行
為
や
、
職
人
の
手
仕
事
、
私
た
ち
の
心

を
揺
さ
ぶ
る
小
さ
な
不
完
全
さ
の
再
発
見
。
リ
ネ
ン
や

麻
の
タ
ッ
チ
、
ド
ラ
イ
な
タ
ッ
チ
、
手
仕
事
の
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
。

⑵
適
応
性
の
あ
る
素
材

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
や
シ
ー
ズ
ン
レ
ス
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
ワ
ー
ド
ロ
ー
ブ
に
入
り
込
み
、
新
し
い
使
い
方
を
試

す
こ
と
が
で
き
る
自
由
度
の
高
い
素
材
。
体
の
動
き
に

合
わ
せ
て
変
化
す
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
ト
レ
ッ
チ
も
そ
の
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一
つ
。

⑶
高
度
に
精
緻

　
非
常
に
精
巧

な
構
造
で
、
見

れ
ば
見
る
ほ

ど
そ
の
精
細
さ

が
わ
か
る
素
材
。

エ
ア
リ
ー
、
ミ

ク
ロ
の
構
造
、

精
密
な
透
け
感
。

⑷
デ
ジ
タ
ル
な
光

　
光
と
色
彩
が

融
合
す
る
夢
の

よ
う
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
虹
色
の
光
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
、
メ
タ
リ
ッ
ク
が
放
つ
鋭
い
煌
め
き
、
マ
ッ
ト
に
潜

む
控
え
め
な
輝
き
な
ど
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
素
材
を
用
途
や
分
野
別
に
展
示
す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
テ
ー
ラ
ー
ド
や
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ
ア
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
必
要
不
可
欠
な
生
地
が

揃
っ
て
い
る
。

●● 

ス
ー
ツ
地

ス
ー
ツ
地

　
変
化
す
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
心
に
位
置
す
る
の
が

ス
ー
ツ
地
で
、
興
味
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
が
リ
ネ

ン
。
リ
ネ
ン
混
の
か
す
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
や
エ
ン
ド
・
オ

ン
・
エ
ン
ド
、
セ
ミ
プ
レ
ー
ン
、
自
然
素
材
な
ら
で
は

の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
凹
凸
感
の
も
の
な
ど
、
ド
ラ
イ
な
タ
ッ

チ
の
フ
ァ
ブ

リ
ッ
ク
が
高
貴

で
あ
り
な
が
ら

控
え
め
な
エ
レ

ガ
ン
ス
の
オ
ー

ラ
を
放
っ
て
い

た
。
ま
た
モ
ダ

ン
で
軽
快
な
薄

地
ウ
ー
ル
も
。

　
さ
ら
に
ツ
ィ
ー

ド
が
コ
ッ
ト
ン

素
材
を
主
役
に

バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
拡
大
。
ウ
ッ
デ
ィ
な
ト
ー
ン
の
カ
ン
ト
リ
ー
ツ
ィ
ー

ド
や
、
グ
リ
ッ
タ
ー
を
散
り
ば
め
た
英
国
的
な
魅
力
に

あ
ふ
れ
た
ツ
ィ
ー
ド
が
目
に
付
い
た
。

●● 
ニ
ッ
ト

ニ
ッ
ト

　
通
気
性
が
よ
く
、
軽
く
て
丈
夫
な
透
か
し
編
み
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
メ
ッ
シ
ュ
や
ネ
ッ
ト
の
も
の
も
。
ま

た
シ
ル
ク
の
よ
う
な
滑
ら
か
さ
を
持
つ
、
し
な
や
か
で

し
っ
か
り
と
し
た
ニ
ッ
ト
も
。
さ
ら
に
シ
ッ
ク
な
コ
ッ

ト
ン
で
、
先
染
め
織
物
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
、
緻

密
で
洗
練
さ
れ
た
、
非
常
に
精
巧
な
ハ
イ
ゲ
ー
ジ
構
造

の
も
の
へ
の
関
心
も
広
が
っ
て
い
る
。

●● 

カ
ジ
ュ
ア
ル

カ
ジ
ュ
ア
ル

　
こ
の
分
野
の
主
役
は
コ
ッ
ト
ン
。
身
近
な
存
在
で
あ

り
な
が
ら
驚
き
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
。
リ
ネ

ン
タ
ッ
チ
の
、
高
貴
で
あ
り
な
が
ら
も
素
朴
な
質
感
を

帯
び
た
も
の
か
ら
、
織
り
が
密
に
な
る
に
つ
れ
て
、
柔

ら
か
く
滑
ら
か
で
エ
レ
ガ
ン
ト
な
繊
細
さ
を
獲
得
し
た

コ
ッ
ト
ン
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
、
ま
た
厚
地
で
し
っ
か
り
と

し
た
構
造
を
持
つ
も
の
も
増
え
て
い
る
。

　
と
く
に
今

シ
ー
ズ
ン
、
注

目
さ
れ
る
の
が

ワ
ー
ク
ウ
ェ

ア
用
コ
ッ
ト

ン
。
か
っ
ち
り

と
頑
丈
な
構
造

の
厚
手
ヘ
リ
ン

ボ
ー
ン
、
コ
ン

パ
ク
ト
な
ド
リ

ル
、
パ
ナ
マ
な

ど
、
丈
夫
で
長

持
ち
す
る
素
材

が
揃
っ
て
い
る
。

●● 

シ
ャ
ツ
地

シ
ャ
ツ
地

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
注
目
は
植
物
的
な
上
品
さ
の
あ
る

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
。
従
来
の
エ
レ
ガ
ン
ト
な
シ
ャ
ツ
の
概

念
を
覆
す
、
リ
ネ
ン
や
ベ
ジ
タ
ブ
ル
タ
ッ
チ
の
よ
り
洗

練
さ
れ
た
質
感
が
シ
ャ
ツ
に
新
鮮
な
趣
を
与
え
て
い
る
。

爽
や
か
で
ク
リ
ー
ン
な
シ
ャ
ン
ブ
レ
ー
、
ハ
ン
カ
チ
ー

フ
チ
ェ
ッ
ク
、
バ
ン
カ
ー
ズ
ス
ト
ラ
イ
プ
な
ど
、
繊
維

の
微
妙
な
凹
凸
が
職
人
技
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
服
装
を
よ
り
繊
細
に
演
出
す
る
。
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●● 

シ
ル
ク

シ
ル
ク

　
生
き
生
き
と
し
た
し
な
や
か
な
ド
レ
ー
プ
で
、
新
し

い
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
演
出
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
張
り
や
弾
力
性
の
あ
る
も
の
が
増
え
て

い
る
。
リ
ネ
ン
を
織
り
込
ん
だ
サ
テ
ン
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

な
光
沢
感
や
、
鏡
の
よ
う
に
滑
ら
か
な
シ
ル
ク
、
ま
た

フ
ァ
イ
ユ
や
オ
ッ
ト
マ
ン
も
復
活
し
て
い
る
。

●● 

ス
ポ
ー
ツ
＆
テ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
＆
テ
ッ
ク

　
さ
ら
な
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
環
境
負
荷
の
抑
制

を
目
指
し
て
い
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
＆
テ
ッ
ク
の
世
界
。
植

物
性
繊
維
や
生
物
由
来
の
合
成
繊
維
、
セ
ル
ロ
ー
ス
系

繊
維
の
存
在
感
が
増
し
て
い
る
の
は
、
よ
り
自
然
な
も

の
を
求
め
る
声
に
応
え
て
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
資
源

の
原
産
地
や
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
仕
様

が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
明
確
に
対
応

し
て
い
る
の
も
、
こ
の
分
野
で
あ
る
。
エ
ラ
ス
タ
ン
に

つ
い
て
も
、
エ
ラ
ス
タ
ン
を
使
用
し
な
い
こ
と
が
も
は

や
タ
ブ
ー
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
色
使
い
も
手
触
り

も
、
従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ド
を
覆
す
よ
う
な
、
よ
り

優
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
も
の
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
2
0
2
4
春
夏

向
け
ハ
イ
フ
ァ
ン
シ
ー
、
プ
リ
ン
ト
、
レ
ー
ス
や
エ
ン
ブ

ロ
イ
ダ
リ
ー
の
最
先
端
の
素
材
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

2
0
2
4
春
夏
は
「
夢
」
の
よ
う
な
ム
ー
ド
を
基
調
に

展
開
さ
れ
る
。
と
は
い
え
「
リ
ア
ル
＝
現
実
」
と
「
ア
ブ

ス
ト
ラ
ク
ト
＝
抽
象
」
は
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ぼ

ん
や
り
と
し
た
雰
囲
気
か
ら
焦
点
を
合
わ
せ
て
シ
ャ
ー

プ
な
も
の
に
移

行
。
仮
想
性
と

物
質
性
は
融
合

し
、
相
互
に
対

話
し
交
錯
す
る
。

　
今
シ
ー
ズ
ン

の
装
飾
は
、
伝

統
的
な
絵
画
技

法
と
ハ
イ
テ
ク

な
デ
ジ
タ
ル
化

の
間
で
、
自
然

と
植
物
へ
の
回

帰
を
告
げ
て
い

る
。
花
の
モ
チ
ー

フ
の
よ
う
な
自
然
の
造
形
的
要
素
は
、
幻
覚
的
な
デ
ジ

タ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
に
見
ら
れ
る
よ
う
表
現
で
表
さ
れ
る
。

無
限
に
小
さ
い
も
の
と
無
限
に
大
き
い
も
の
が
融
合
し
、

衣
服
デ
ザ
イ
ン
に
新
た
な
次
元
が
導
入
さ
れ
る
。

　
昔
な
が
ら
の
ト
ル
ソ
ー
（tro

usseau

嫁
入
り
衣
装
）

で
使
わ
れ
た
よ
う
な
コ
ッ
ト
ン
、
リ
ネ
ン
、
刺
繍
、
レ
ー

ス
な
ど
を
思
わ
せ
る
素
材
も
登
場
す
る
。
自
然
の
持
つ

有
機
的
な
ク
オ
リ
テ
ィ
と
そ
れ
を
加
工
す
る
テ
ク
ニ
ッ

ク
は
、
独
創
的
な
シ
ン
プ
ル
さ
の
到
来
を
知
ら
せ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

24
春
夏
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
背
景
に
、
自
然

由
来
の
繊
維
が
前
面
に
登
場
し
、「
ス
ー
パ
ー
パ
ワ
ー
」

を
発
揮
す
る
。
繊
細
な
手
仕
事
や
地
域
の
伝
統
文
化
に

着
想
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
上
す
る
一
方
、
デ
ジ
タ
ル

な
光
や
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
へ
の
傾
倒
も
見
ら
れ
る
。
そ
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
な
が
ら
、
以
下
、
傾
向
を
探
っ

て
み
よ
う
。

●● 

丈
夫
な
高
密
度

丈
夫
な
高
密
度

　
物
質
の
本
質
を
探
究
す
る
シ
ー
ズ
ン
。
原
材
料
の
危

機
に
対
応
し
、
よ
り
持
続
可
能
で
あ
る
た
め
に
、
製
品

の
耐
久
性
が
不
可
欠
と
あ
っ
て
、
丈
夫
な
高
密
度
素
材

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
素
材
に
内
在
す
る
内
面
へ
の
贅

沢
を
求
め
る
こ
の
動
き
は
、
洗
練
さ
れ
た
繊
細
さ
へ
の

ニ
ー
ズ
と
結
び
つ
き
、
モ
ダ
ン
な
マ
ッ
ト
調
、
ク
リ
ー

ン
な
仕
上
げ
、
新
し
い
硬
さ
や
張
り
を
強
調
す
る
。

●● 

洗
練
さ
れ
た
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

洗
練
さ
れ
た
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

　
植
物
の
生
命
を
称
え
、
自
然
と
の
共
生
を
願
う
フ
ァ

ブ
リ
ッ
ク
が
台
頭
。
と
く
に
リ
ネ
ン
が
し
な
や
か
さ
を

増
し
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
リ
ッ
チ
な
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を

生
み
出
し
て
い
る
。
職
人
的
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ク
ラ
フ
ト
か

ら
開
発
さ
れ
る
特
殊
糸
の
追
求
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
要
チ
ェ
ッ
ク
。
グ
リ
ッ
タ
ー
を
散

り
ば
め
た
英
国
調
の
ツ
ィ
ー
ド
も
目
に
付
く
。

●● 

振
動
す
る
光

振
動
す
る
光

　
今
や
デ
ジ
タ
ル
な
し
の
生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
時
代
。

バ
ー
チ
ャ
ル
な
光
が
私
た
ち
の
色
彩
感
覚
を
変
え
、
明

る
さ
と
パ
ス
テ
ル
調
の
色
調
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
。
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パ
ー
ル
や
イ

リ
デ
ッ
セ
ン

ス
が
フ
ィ
ル

タ
ー
の
よ
う

に
作
用
し
、

現
実
と
幻
想

と
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
を
表

現
す
る
シ
ー

ズ
ン
。
反
射

す
る
光
が
躍

動
感
を
与
え
、

モ
ダ
ン
な
表

情
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

●● 

精
密
な
軽
さ

精
密
な
軽
さ

　
私
た
ち
は
目
に
見
え
な
い
精
密
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

目
指
す
製
品
群
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も

フ
ィ
ル
タ
ー
の
よ
う
な
、
軽
や
か
に
空
気
を
纏
う
テ
キ

ス
タ
イ
ル
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
繊
細
で
儚
い
透
け
感

や
細
密
な
透
か
し
彫
り
、
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
の
表
現
な
ど
、

近
く
で
見
て
こ
そ
わ
か
る
精
緻
な
構
成
の
も
の
に
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。

●● 

セ
カ
ン
ド
ス
キ
ン

セ
カ
ン
ド
ス
キ
ン

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
肌
に
吸
い
付
く
よ
う
な
フ
ァ
ブ
リ
ッ

ク
や
レ
ザ
ー
な
ど
、
触
感
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
。
目
を
惹
く
の
が
従
来
の
イ
ン
ナ
ー
を
超
え
た
新
し

い
セ
カ
ン
ド
ス
キ
ン
。
人
間
工
学
に
基
づ
い
て
作
ら
れ

た
バ
イ
ス
ト
レ
ッ
チ
素
材
は
、
体
の
動
き
に
合
わ
せ
て

変
化
し
、
心
地
よ
い
柔
ら
か
な
感
触
が
五
感
を
目
覚
め

さ
せ
る
。

●● 

ぼ
か
し
た
フ
ィ
ル
タ
ー

ぼ
か
し
た
フ
ィ
ル
タ
ー

　
フ
ィ
ル
タ
ー
越
し
に
ぼ
や
け
た
よ
う
な
側
面
や
不
規

則
で
曖
昧
な
表
情
が
新
た
な
興
味
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
現
状
の
迷
い
や
不
確
実
性
を
反
映
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
メ
ラ

ン
コ
リ
ー
を
抱
か
せ
る
曇
り
の
日
の
風
景
に
み
る
美
学
、

か
す
れ
て
い
た
り
、
途
切
れ
て
い
た
り
、
歪
ん
で
い
た
り
。

カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
や
シ
ネ
調
へ
の
関
心
も
。
　

●● 

表
現
力
豊
か
な
デ
ニ
ム

表
現
力
豊
か
な
デ
ニ
ム

　
デ
ニ
ム
は
今
季
、
豊
か
な
表
現
力
を
備
え
た
も
の
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
革
新
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し

た
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
加
工
や
、
磨
耗
効
果
を
重
ね
て
デ
ィ
ス

ト
ピ
ア
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
表
現
し

た
も
の
、
プ
リ
ー
ツ
加
工
、
織
り
表
現
な
ど
、
視
覚
的

イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
も
の
が
目
立
つ
。
ヘ
ル
シ
ー
見
え

す
る
ダ
メ
ー
ジ
ド
も
人
気
。

●● 

リ
ネ
ン
タ
ッ
チ
の
シ
ャ
ツ
地

リ
ネ
ン
タ
ッ
チ
の
シ
ャ
ツ
地

　
　
シ
ャ
ツ
地
で
注
目
さ
れ
る
の
が
上
品
な
リ
ネ
ン

タ
ッ
チ
。
従
来
の
エ
レ
ガ
ン
ト
な
シ
ャ
ツ
の
概
念
を
覆

す
、
植
物
な
ら
で
は
の
繊
維
の
質
感
が
新
鮮
な
趣
を
与

え
て
い
る
。
爽
や
か
な
シ
ャ
ン
ブ
レ
ー
、
ハ
ン
カ
チ
ー

フ
チ
ェ
ッ
ク
、
バ
ン
カ
ー
ズ
ス
ト
ラ
イ
プ
な
ど
、
職
人

技
を
思
わ
せ
る
微
妙
な
凹
凸
や
自
然
乾
燥
に
よ
る
優
し

い
シ
ワ
感
が
フ
ォ
ー
マ
ル
を
よ
り
繊
細
に
演
出
す
る
。

●● 

本
質
に
返
る
レ
ー
ス
や
エ
ン
ブ
ロ
イ
ダ
リ
ー

本
質
に
返
る
レ
ー
ス
や
エ
ン
ブ
ロ
イ
ダ
リ
ー

　
レ
ー
ス
や
エ
ン
ブ
ロ
イ
ダ
リ
ー
は
「
洗
練
」
の
象
徴
と

し
て
、
本
質
に
立
ち
返
っ
て
い
る
。
職
人
技
の
見
直
し
や
、

コ
ッ
ト
ン
や
リ
ネ
ン
人
気
の
高
ま
り
で
、
視
覚
的
な
透

か
し
模
様
が
増
え
て
い
る
。
プ
リ
ン
ト
使
い
や
シ
ン
プ

ル
な
雰
囲
気
の
中
に
メ
タ
リ
ッ
ク
糸
を
刺
繍
し
た
も
の

も
。
ネ
ッ
ト
や
メ
ッ
シ
ュ
も
関
心
の
的
で
、
細
か
い
装

飾
を
重
ね
た
も
の
な
ど
。

●● 

自
然
や
植
物
に
回
帰
す
る
プ
リ
ン
ト

自
然
や
植
物
に
回
帰
す
る
プ
リ
ン
ト
&&
パ
タ
ー
ン

パ
タ
ー
ン

　
伝
統
的
な
絵
画
技
法
と
ハ
イ
テ
ク
な
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
行
す
る
中
、
自
然
と
植
物
へ
の
回
帰
を
告
げ
る
シ
ー

ズ
ン
。
花
の
よ
う
な
自
然
の
造
形
的
要
素
は
、
幻
覚
的

な
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
に
表
現

さ
れ
る
。

　
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
拡
大
。
ス

プ
レ
ー
で
吹
き
付
け
て
幾
重
に
も
重
な
り
合
う
天
空
の

光
輪
を
映
し
出
し
た
か
の
よ
う
な
表
現
の
も
の
な
ど
、

シ
ル
エ
ッ
ト
に
夢
を
吹
き
込
む
デ
ザ
イ
ン
に
目
が
向
け

ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
や
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン

な
ど
、
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
の
巨
匠
た
ち
の
作
品
に
着
想
し

た
プ
リ
ン
ト
も
登
場
。
絵
画
を
切
り
取
っ
た
よ
う
な
巨

大
な
柄
や
、
輪
郭
を
精
密
に
描
い
た
ク
リ
ア
で
ク
リ
ー

ン
な
デ
ザ
イ
ン
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
思
わ
せ
る
植
物
モ
チ
ー

フ
な
ど
も
。
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は
じ
め
に

は
じ
め
に

1
　
染
色
業
は
、
染
料
や
化
学
薬
品
を
使
用
し
布

や
糸
な
ど
の
材
料
に
色
を
付
け
る
工
程
を
行
う

産
業
で
あ
る
。
ま
た
染
色
加
工
時
に
撥
水
性
、

防
汚
性
、
消
臭
／
防
臭
性
、
抗
菌
性
な
ど
、
繊

維
に
様
々
な
機
能
を
追
加
し
そ
の
付
加
価
値
を

高
め
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

　

染
色
工
場
か
ら
発
生
す
る
廃
水
の
性
状
は
、

繊
維
一
貫
工
程
よ
り
排
出
さ
れ
る
も
の
と
染

色
専
業
と
で
は
異
な
り
、
さ
ら
に
加
工
繊
維

の
種
類
や
工
程
に
よ
っ
て
も
廃
水
内
容
が
多
岐

に
わ
た
る
た
め
平
均
的
水
質
を
つ
か
む
こ
と
は

難
し
い
が
、
一
般
的
に
は
水
量
が
多
く
、
着
色

し
て
お
り
、
生
分
解
性
が
低
い
と
い
う
性
質
を

持
つ
。
そ
の
た
め
染
色
工
場
廃
水
の
設
計
や
運

転
管
理
は
容
易
で
は
な
く
、
廃
水
処
理
設
備

担
当
者
の
日
々
の
運
転
管
理
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
以

下
に
、
膜
分
離
活
性
汚
泥
処
理（M

em
brane

Bio
Reactor　

以
下
M
B
R
）お
よ
び
弊
社

液
中
膜
の
特
長
と
、
染
色
工
場
廃
水
処
理
へ
の

適
用
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。
M
B
R
の
技
術

が
、
染
色
工
場
廃
水
処
理
設
備
担
当
者
の
作
業

負
担
軽
減
や
、
環
境
負
荷
低
減
に
繋
が
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

活
性
汚
泥
処
理
と
、

活
性
汚
泥
処
理
と
、

染
色
工
場
廃
水
に
お
け
る
課
題

染
色
工
場
廃
水
に
お
け
る
課
題

2(1)
活
性
汚
泥
処
理
と
は

　
染
色
工
場
廃
水
は
前
述
し
た
よ
う
な
性
質
か

ら
、
物
理
的
処
理
、
生
物
学
的
処
理
、
化
学
処

理
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
放
流

基
準
に
適
し
た
処
理
水
に
な
る
よ
う
処
理
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
生
物
処
理
は
下
水
処
理
場
や
多
く
の
産
業
廃

水
処
理
に
用
い
ら
れ
る
処
理
方
式
で
、
活
性
汚

泥
処
理
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
生
物
処
理
の

一
つ
で
あ
る
。

　
活
性
汚
泥
と
は
水
中
の
有
機
物
を
吸
着
、
分

解
し
な
が
ら
呼
吸
・
増
殖
を
続
け
る
微
生
物
の

集
ま
り
で
、
こ
の
活
性
汚
泥
を
利
用
し
工
場
か

ら
の
廃
水
中
に
含
ま
れ
る
汚
濁
物
質（
＝
有
機

物
）を
分
解
し
、
後
段
の
沈
殿
槽
で
汚
泥
を
沈

降
分
離
す
る
こ
と
で
処
理
水
を
得
る
方
法
を

標
準
活
性
汚
泥
処
理（
以
下
従
来
法
）と
言
う
。

ば
っ
気
槽
で
は
汚
泥
濃
度
、
ば
っ
気
風
量
等
を

適
切
に
管
理
す
る
こ
と
で
好
気
的
な
条
件
の
も

と
、
微
生
物
の
働
き
に
よ
り
汚
濁
物
質
を
分
解

す
る
。

　
従
来
法
は
、
適
切
に
管
理
す
れ
ば
比
較
的
低

コ
ス
ト
で
放
流
レ
ベ
ル
の
処
理
水
に
な
る
こ
と

か
ら
、
下
水
処
理
や
産
業
廃
水
処
理
な
ど
で
多

く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
従
来
法
に
は
以

下
の
課
題
が
あ
る
。

●
負
荷
変
動
へ
の
対
応

　
突
発
的
な
大
量
廃
水
や
高
濃
度
、
低
濃
度
廃

水
な
ど
、
負
荷
変
動
が
微
生
物
の
許
容
範
囲
を

超
え
る
場
合
、
処
理
性
能
が
低
下
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
安
定
し
て
き
れ
い
な
処
理
水
を
得
る

に
は
、
水
量
、
水
質
の
平
準
化
や
適
切
な
栄
養

剤
添
加
や
酸
素
供
給
な
ど
、
廃
水
の
負
荷
変
動

に
応
じ
て
細
か
な
運
転
管
理
が
求
め
ら
れ
る
が

容
易
で
は
な
い
。

●
発
泡
や
沈
降
不
良

　
前
述
の
負
荷
変
動
や
、
特
定
の
微
生
物
が
異

常
増
殖
し
た
場
合
な
ど
に
発
泡
す
る
こ
と
が
あ

り
、
併
せ
て
沈
殿

槽
の
沈
降
不
良
も

併
発
す
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
泡
の
槽
外
流
出

や
、
汚
泥
が
十
分

に
沈
降
分
離
で
き

ず
処
理
水
質
が
悪

化
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

●
処
理
能
力
U
P

に
は
ば
っ
気
槽

増
設
が
必
要

　
処
理
能
力
は
微

生
物
量（
汚
泥
濃

度
×
ば
っ
気
槽
容

積
）で
決
ま
る
。沈

殿
槽
に
て
自
然
沈

降
す
る
た
め
に
、

ば
っ
気
槽
の
汚
泥

濃
度
に
は
上
限

MBRによる
 染色工場廃水処理の課題解決について

株式会社クボタ　膜システム部国内課　林田 英麗

汚泥沈降性汚泥沈降性

良良悪悪
【従来法のフロー】
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が
あ
る（
3
，0
0
0
〜
6
，0
0
0㎎ 
／
L
程
度
）。
し
た

が
っ
て
、
水
量
や
汚
濁
物
質
が
増
え
た
場
合
は
ば
っ
気

槽
を
大
き
く
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

(2)
染
色
工
場
廃
水
に
お
け
る
課
題

　

次
に
、
染
色
工
場
廃
水
に
お
け
る
従
来
法
の
課
題
に

つ
い
て
述
べ
る
。

●
毒
性
物
質
の
影
響

　

水
中
に
毒
性
物
質
や
抗
生
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
場

合
、
微
生
物
の
活
性
が
抑
制
さ
れ
処
理
性
能
が
低
下
す

る
こ
と
が
あ
る
。
染
料
や
化
学
物
質
の
一
部
は
微
生
物

に
と
っ
て
毒
性
物
質
と
な
る
。

●
化
学
物
質
の
影
響

　

染
色
業
で
使
用
さ
れ
る
染
料
は
、
様
々
な
カ
ラ
ー
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
だ
け
で
な
く
耐
光
性（
太
陽
光
や

光
の
影
響
を
受
け
て
も
色
落
ち
し
に
く
い
）、
耐
洗
濯
性

（
洗
濯
や
摩
擦
に
よ
っ
て
色
落
ち
し
に
く
い
）、
耐
摩
耗

性
な
ど
の
特
長
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
、
機
能
付
与
に

も
様
々
な
化
学
薬
品
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
化
学
品
は
生
物
難
分
解
性
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

M
B
R

M
B
R
と
は
と
は

3M
B
R
と
は
、
沈
殿
槽
で
の
固
液
分
離
の
代
わ
り
に

膜
ろ
過
に
よ
り
固
液
分
離
を
行
う
活
性
汚
泥
処
理
で
あ

り
、
従
来
法
と
比
べ
て
処
理
フ
ロ
ー
が
非
常
に
シ
ン
プ

ル
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
な
が
ら
、
高
度

な
処
理
水
が
得
ら
れ
る
廃
水
処
理
方
法
で
あ
る
。

M
B
R
の
特
長
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

●
安
心
、
安
全
な
処
理
水

M
B
R
は
濁
り（
S
S
）を
完
全
に
除
去
し
、
ま
た
従

来
法
で
は
分
解
が
難
し
い
有
機
物
の
一
部
も
除
去
可
能

で
あ
る
。
そ
の
た
め
処
理
水
は
排
水
基
準
を
満
足
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、中
水
な
ど
に
再
利
用
が
可
能
と
な
る
。

●
設
置
面
積
の
省
ス
ペ
ー
ス
化

　

膜
分
離
槽
で
活

性
汚
泥
と
処
理
水

を
分
離
す
る
た
め

沈
殿
槽
が
不
要
で

あ
る
。
汚
泥
濃
度

を
高
濃
度

（
5
，0
0
0
〜

1
3
，0
0
0
㎎ 
／

L
程
度
）で
維
持
し

運
転
で
き
る
た
め
、

ば
っ
気
槽
の
容
量

も
小
さ
く
で
き
、

汚
泥
濃
縮
槽
も
不

要
に
な
る
。

●
運
転
管
理
が

　
簡
単

　

沈
殿
槽
の
運
転

管
理
、
例
え
ば
返

送
汚
泥
量
の
調
整

や
凝
集
剤
添
加
な

ど
も
不
要
と
な
る
。

日
常
点
検
と
し
て
膜
ろ
過
時
の
圧
力
値
確
認
な
ど
の
作

業
が
必
要
だ
が
、
数
値
管
理
が
主
体
で
初
心
者
の
方
で

も
容
易
に
運
転
管
理
が
で
き
る
。
ま
た
運
転
状
況
の
遠

隔
監
視
も
容
易
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
特
長
を
持
つ
M
B
R
を
染
色
工
場
廃
水

に
適
用
す
る
場
合
、
以
下
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待

さ
れ
る
。

●
負
荷
変
動
、
沈
降
不
良
へ
の
対
応

M
B
R
は
膜
ろ
過
に
よ
り
汚
泥
を
分
離
す
る
た
め
、

負
荷
変
動
等
に
よ
っ
て
活
性
汚
泥
の
不
調
や
特
定
の
微

生
物
の
異
常
増
殖
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
処
理
水
質

は
常
に
安
定
し
て
い
る
た
め
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
毒
性
物
質
、
化
学
物
質
へ
の
対
応

M
B
R
は
汚
泥
濃
度
が
高
い
の
で
、
既
設
の
従
来
法

を
M
B
R
へ
改
造
し
た
場
合
、
負
荷
変
動
に
対
す
る
許

容
量
が
増
え
、
生
物
難
分
解
性
の
化
学
物
質
の
分
解
や
、

一
部
の
毒
性
物
質
に
対
し
て
も
対
応
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
。

●
ス
ペ
ー
ス
の
節
約
、
容
易
な
処
理
能
力
U
P

M
B
R
は
沈
殿
槽
や
汚
泥
濃
縮
槽
が
不
要
で
ば
っ
気

槽
容
量
も
小
さ
い
た
め
、
必
要
な
敷
地
面
積
が
小
さ
く

て
済
み
、
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
た
場
合
で
も
廃
水
処
理

設
備
が
設
置
で
き
る
。
ま
た
既
設
の
従
来
法
を
M
B
R

へ
改
造
し
た
場
合
、
ば
っ
気
槽
容
量
を
増
や
す
こ
と
な

く
能
力
U
P
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
水
の
再
利
用
の
可
能
性

M
B
R
は
い
つ
も
き
れ
い
な
処
理
水
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
処
理
水
を
染
色
工
場
内
で
再
利
用
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
洗
浄
や
冷
却
な
ど
に
再
利

用
す
る
こ
と
で
、
水
の
使
用
量
を
削
減
し
、
水
資
源
の

維
持
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【従来法とMBRのフロー比較】
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液
中
膜
と
は

液
中
膜
と
は

4
　

液
中
膜
は
、
M
B
R
に
使
用
す
る
膜
ろ
過
装
置
で
あ

る
。
以
下
に
液
中
膜
の
特
長
を
示
す
。

(1)
構
成

　
液
中
膜
は
膜

ケ
ー
ス
と
散
気

ケ
ー
ス
か
ら
成

る
ユ
ニ
ッ
ト
構

成
で
あ
る
。

　
膜
ケ
ー
ス
に

は
膜
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
ま
た
は

膜
モ
ジ
ュ
ー
ル

が
配
列
さ
れ
て

お
り
、
膜
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
／
膜

モ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
平
均
孔
径

0.2
μm（
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
）

の
精
密
ろ
過
膜

を
備
え
て
い

る
。
散
気
ケ
ー

ス
は
膜
ケ
ー
ス

を
支
持
す
る

ケ
ー
シ
ン
グ
と

散
気
装
置
か
ら

な
る
。
液
中
膜

ユ
ニ
ッ
ト
は
水
槽
の
中
に
浸
漬
し
て
設
置
さ
れ
る
。
膜

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
／
膜
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
そ
れ
ぞ
れ
を
搭

載
し
た
液
中
膜
ユ
ニ
ッ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
を
上
記
に
示
す
。

液
中
膜
を
使
用
す
る
場
合
、対
象
廃
水
水
質
、処
理
水
量
、

運
転
条
件
等
の
諸
条
件
を
考
慮
し
て
ユ
ニ
ッ
ト
の
選
定

を
行
う
。

(2)
使
用
方
法

　

処
理
水
は
、
水
槽
と
液
中
膜
の
透
過
液
側
と
の
水
頭

差
あ
る
い
は
ポ
ン
プ
吸
引
に
よ
り
、
膜
を
透
過
さ
せ
て

取
り
出
す
。
散
気
ケ
ー
ス
内
に
設
け
た
散
気
装
置
か
ら

の
散
気
に
よ
り
上
昇
流
が
生
じ
、
膜
間
流
路
を
空
気
と

汚
泥
が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
り
膜
表
面
を
常
時
洗
浄
し

な
が
ら
膜
ろ
過
を
行
う
。
液
中
膜
は
ど
の
ユ
ニ
ッ
ト
も

膜
間
が
水
中
で
も
常
に
一
定
距
離
を
保
つ
よ
う
設
計
さ

れ
て
い
る
た
め
、
汚
泥
閉
塞
に
強
い
。
ま
た
散
気
装
置

は
活
性
汚
泥
処
理
の
た
め
の
酸
素
供
給
機
能
も
兼
ね
て

お
り
、
液
中
膜
ユ
ニ
ッ
ト
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
膜
分
離

装
置
と
な
っ
て
い
る
。

(3)
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

●
液
中
膜
の
薬
液
洗
浄

　

ろ
過
を
継
続
し
て
い
る
と
徐
々
に
膜
表
面
の
細
孔
へ

の
有
機
物
の
沈
着
等
が
発
生
し
、
次
第
に
ろ
過
抵
抗
が

大
き
く
な
っ
て
く
る
。
ろ
過
流
束
を
一
定
に
し
て
運
転

す
る
定
流
量
ろ
過
方
式
で
は
、
ろ
過
抵
抗
の
増
大
は
吸

引
ろ
過
圧
や
水
頭
差
に
相
当
す
る
膜
間
差
圧
が
大
き
く

な
る
こ
と
で
検
出
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
薬
液
で
膜
を

洗
浄
し
、
増
加
し
た
膜
間
差
圧
を
回
復
さ
せ
る
。

　

液
中
膜
の
薬
液
洗
浄
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
を
水
槽
内
に
浸

漬
し
た
ま
ま
透
過
液
側
か
ら
薬
液
を
注
入
し
、
膜
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
／
膜
モ
ジ
ュ
ー
ル
内
部
に
薬
液
を
一
定
時
間

保
持
す
る
。

　

薬
液
洗
浄
に
使
用
さ
れ
る
薬
品
は
、
有
機
系
の
汚
れ

に
は
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
無
機
系
の
汚
れ
に
は

酸
を
使
用
す
る
。
例
え
ば
鉄
や
ア
ル
ミ
の
汚
れ
が
主
で

あ
る
場
合
は
シ
ュ
ウ
酸
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
汚
れ
に
は
ク

エ
ン
酸
や
塩
酸
が
使
用
さ
れ
る
。
液
中
膜
が
適
切
に
運

転
さ
れ
て
い
れ
ば
、
年
に
1
〜
2
回
の
槽
内
薬
液
洗

浄
の
み
で
対
処
可
能
で
あ
り
、
膜
洗
浄
作
業
は
他
の

M
B
R
用
膜
分
離
装
置
と
比
べ
、
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

　

膜
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
／
膜
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
交
換
寿
命
は

使
用
条
件
に
よ
り
異
な
る
が
、
約
3
〜
7
年
で
あ
る
。

●
散
気
管
洗
浄

　

膜
は
汚
泥
の
中
に
浸
漬
し
て
使
用
さ
れ
る
た
め
、
長

期
間
の
使
用
や
汚
泥
濃
度
が
高
く
な
る
と
散
気
管
に
詰

り
が
生
じ
、
そ
の
結
果
膜
間
閉
塞
す
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
液
中
膜
の
散
気
装
置
は
閉
塞
が
生
じ
に
く
い
構
造

に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
容
易
に
洗
浄
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
次
ペ
ー
ジ
の
図
の
よ
う
な
散
気
管
を
採
用
し
て
い

る
膜
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
、
ブ
ロ
ワ
運
転
中
に
洗
浄
用
バ
ル

ブ
を
開
け
る
と
汚
泥
が
散
気
管
内
に
流
入
し
、
散
気
管

が
洗
浄
さ
れ
詰
り
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

メ
ン
ブ
レ
ン
式
散
気
装
置（
従
来
の
散
気
管
に
比
べ
細
か

い
気
泡
を
発
生
さ
せ
膜
の
洗
浄
効
果
を
維
持
し
な
が
ら

酸
素
供
給
機
能
を
向
上
、
よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
）

を
採
用
し
て
い
る
膜
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
、
ブ
ロ
ー
ダ
ウ
ン

に
よ
っ
て
散
気
管
の
詰
り
を
予
防
す
る
構
造
を
取
っ
て

お
り
、
液
中
膜
は
ど
の
ユ
ニ
ッ
ト
も
散
気
管
の
閉
塞
に

よ
る
膜
間
閉
塞
が
起
き
に
く
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

【膜カートリッジ】 【液中膜ユニット】
（膜カートリッジ搭載）

【液中膜ユニット】
（膜モジュール搭載）

【膜モジュール】

【液中膜ユニットイメージ】
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染
色
廃
水
へ
の
適
用
例

染
色
廃
水
へ
の
適
用
例

5(1)
産
業
廃
水
へ
の
適
用

　

液
中
膜
は
こ
れ
ま
で
国
内
外
の
下
水
処
理
場
、
し

尿
処
理
場
、
浄
化
槽
、
中
水
処
理
、
そ
し
て
産
業
廃

水
処
理
に
約
7
，2
0
0
件
以
上
利
用
さ
れ
て
い
る

（
2
0
2
2
年
末
）。
下
図
に
日
本
国
内
に
お
け
る
産
業

廃
水
処
理
の
種
類
別
の
納
入
実
績
を
示
す
。
実
績
数
で

は
食
品
加
工
、
パ
ン
・
菓
子
製
造
、
飲
料
等
食
品
系
が

最
も
多
く
、
そ
の
他
様
々
な
廃
水
処
理
で
利
用
さ
れ
て

い
る
。
国
内
の
染
色
工
場
廃
水
処
理
で
は
、
1
9
9
6

年
に
埼
玉
県
の
染
色
工
場（
水
量
：
1
0
0
㎥ 
／
d
）

に
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
全
国
14
か
所
に
導
入
い
た
だ
き
、

現
在
も
問
題
な
く
稼
働
し
て
い
る
。

(2)
染
色
廃
水
へ
の
適
用
例

●
岡
山
県
染
色
工
場
殿

　

こ
ち
ら
の
工
場
で
は
各
種
繊
維
の
染
色
加
工
を
行
っ

て
い
る
。
工
場
再
編
に
伴
い
、
染
色
廃
水
の
み
を
対
象

と
し
た
廃
水
処
理
に
改
造
が
必
要
と
な
り
、そ
れ
に
伴
っ

て
瀬
戸
内
海
特
別
措
置
法
へ
の
厳
し
い
放
流
水
質
基
準

順
守
の
た
め
M
B
R
へ
改
造
、
液
中
膜
を
採
用
い
た
だ

い
た
。

　

案
件
概
要
：
2
0
1
9
年
稼
働　
1
4
0
㎥ 
／
d

E
S
2
0
0
×
3
台（
膜
面
積
4
8
0
㎡ 
）

　

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
内
で
処
理
が
可
能
と
な
り
、
厳

し
い
排
水
基
準
値
を
達
成
し
て
い
る
。

膜分離槽液中膜据付状況（１年目点検時）

【国内産業廃水処理 納入実績】

【液中膜ユニット／散気管】
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●
中
国
染
色
工
場
殿

　
案
件
概
要
：
2
0
1
5
年
稼
働　
1
，3
0
0
㎥ 
／
d

R
W
4
0
0
×
9
台（
膜
面
積
5
，2
2
0
㎡ 
）　

M
B
R
で
得
た
き
れ
い
な
処
理
水
を
R
O
処
理
に

て
さ
ら
に
浄
化
し
、
染
色
工
程
で
再
利
用
し
て
い
る
。

M
B
R
＋
R
O
（
回
収
率
70
％
）で
下
水
処
理
費
用
と
比

較
し
た
場
合
、
経
済
的
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

ま
と
め

ま
と
め

6
　

染
色
工
場
廃
水
は
、
そ
の
性
質
か
ら
運
転
管
理
が
容

易
で
は
な
く
課
題
も
多
い
。
M
B
R
は
安
定
し
て
き
れ

い
な
水
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
処
理
フ

ロ
ー
も
シ
ン
プ
ル
で
設
置
ス
ペ
ー
ス
も
小
さ
く
、
既
設

の
従
来
法
を
M
B
R
へ
改
造
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

ご
紹
介
し
た
液
中
膜
適
用
例
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
廃
水

処
理
設
備
で
効
率
的
か
つ
安
定
し
た
処
理
を
行
う
こ
と

が
で
き
て
い
る
。

　

染
色
業
で
使
用
さ
れ
る
染
料
や
機
能
追
加
薬
品
は
、

今
後
も
様
々
な
新
製
品
や
改
良
開
発
が
行
わ
れ
て
い
く

と
予
想
さ
れ
る
。
我
々
は
、
今
後
も
継
続
し
て
液
中
膜

の
運
転
デ
ー
タ
蓄
積
、
ユ
ニ
ッ
ト
の
改
良
・
最
適
化
を

行
い
、
環
境
保
護
と
染
色
業
の
持
続
可
能
性
を
両
立
に

貢
献
し
た
い
。

以
上

【中国染色工場廃水 処理フロー】

問合せ先
　株式会社 クボタ 阪神事務所 膜システム部 国内課　小松崎　淳
　ＴＥＬ：06-6470-5140（代表）／ E-mail：atsushi.komatsuzaki@kubota.com
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（注） 2015（平成27）年に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除された品目があります。

項　目
織    　　　  物 ニット生地 織物・ニット生地合計

従業者数
数　量　（百万㎡） 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額

長繊維 短繊維 計 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （人） 前年比
2013年 775 652 1,427 96.3 1,232 96.7 409 97.5 469 95.1 1,835 96.6 1,701 96.3 10,570 97.4 
2014年 785 638 1,424 99.8 1,267 102.8 412 100.7 476 101.4 1,835 100.0 1,743 102.4 10,262 97.1 
2015年 768 653 1,421 （99.9） 1,268 100.1 403 97.8 465 97.8 1,824 （99.4） 1,733 99.5 10,162 99.0 
2016年 767 648 1,416 99.6 1,251 98.6 401 99.7 460 98.8 1,817 99.6 1,710 98.7 10,321 101.6 
2017年 778 643 1,421 100.4 1,242 99.3 400 99.8 448 97.5 1,821 100.2 1,690 98.8 10,076 97.6 
2018年 774 628 1,402 98.7 1,233 99.3 411 102.6 455 101.5 1,813 99.6 1,688 99.9 10,196 101.2 
2019年 756 605 1,361 97.0 1,217 98.7 402 97.7 442 97.0 1,763 97.2 1,659 98.3 9,985 97.9 
2020年 601 567 1,167 85.8 977 80.2 347 86.5 370 83.7 1,514 85.9 1,346 81.2 9,703 97.2 
2021年 619 557 1,176 100.8 1,019 104.3 379 109.1 397 107.5 1,555 102.7 1,416 105.2 9,513 98.0 
2022年 606 558 1,165 99.0 1,081 106.1 388 102.4 418 105.3 1,552 99.9 1,500 105.9 9,103 95.7 

2022年1-3月 152 136 288 100.3 257 106.7 92 103.1 95 101.4 380 101.0 352 105.2 9,339 97.6 
2023年1-3月 151 135 286 99.3 272 105.7 97 106.0 107 112.4 384 100.9 378 107.5 8,899 95.3 
2022年4-6月 152 138 289 98.7 268 105.5 94 98.4 102 99.8 383 98.6 370 103.9 9,377 98.3 
2023年4-6月 155 140 295 102.0 282 105.1 98 103.4 112 109.5 392 102.3 394 106.3 8,908 95.0 
2022年7月 51 47 97 97.5 91 108.4 32 99.2 35 104.5 129 97.9 126 107.3 9,351 97.6 
2023年7月 51 46 98 100.3 93 102.7 32 100.0 37 104.9 130 100.3 131 103.3 8,889 95.1 
2022年8月 48 42 90 100.4 86 108.0 32 106.0 34 109.9 122 101.8 120 108.5 9,314 97.4 
2023年8月 47 44 90 99.9 89 102.9 30 95.6 34 100.9 120 98.7 123 102.3 8,844 95.0 
2022年1-7月 354 321 675 99.2 616 106.4 218 100.4 232 101.1 893 99.5 848 104.9 - -
2023年1-7月 357 322 679 100.6 647 105.0 227 104.0 256 110.0 906 101.4 903 106.4 - -
2022年1-8月 402 363 765 99.3 702 106.6 250 101.1 266 102.2 1,015 99.8 969 105.3 - -
2023年1-8月 404 365 769 100.5 736 104.7 257 102.9 290 108.9 1,026 101.1 1,026 105.9 - -
（従業者数は3月・6月・7月・8月末）

（注）  2022（令和４）年以前の数値は、経済産業省 生産動態統計年報 繊維・生活用品統計編による確定値、2023（令和５）年の数値は、
生産動態統計月報の累計です。 

 2015（平成27）年１月に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除、統合された品目があります。
 2015（平成27）年 削除：織物の「麻織物」、毛布の「毛布」及び「加工金額」
   加工数量の前年比の（　）内の数値は、2015（平成27）年改正に対応するため、2014（平成26）年の数値

から削除された「麻織物」を差し引いた数値と比較して算出した比率です。
 四捨五入により下一桁に誤差の生じる場合があります。
 比率は数量千㎡、金額千円単位での計算値。
※ 2022（令和４）年経済産業省 生産動態統計年報が公表されましたので、2022（令和４）年の数値を、月報の数値より年報による確定値に変更いた
しました。（2023.6.30）

前年比：%

染色整理加工実績推移 （数量・金額・従業者数）

長・短織物及びニット生地加工数量 織物及びニット生地加工金額
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ニッセンケンだより 持続可能な
産業の実現へ

【エコテックス®及び規制物質に関するお問い合わせ先】
　一般財団法人ニッセンケン品質評価センター　ライフ アンド ヘルス事業本部　エコテックス®事業部
　〒124-0012 東京都葛飾区立石4-2-8
　Tel：03-5875-6055 ／ E-mail：oeko-tex@nissenken.or.jp

ニッセンケン エコテックス®
公式ウェブサイト

〒111-0051 東京都台東区蔵前2-16-11　TEL：03-5830-6660　E-mail：pr-contact@nissenken.or.jp
（本部）一般財団法人ニッセンケン品質評価センター

　SDGsが目指す世界の具現化に向けて、繊維・ファッション産業における取組が進んでいます。
　特に人体や自然環境に悪影響を与える有害化学物質対策は重要なテーマとなっており、原料・加工等の生産工
程でそれらを排除する動きが活発化しています。
　アジアで唯一のエコテックス®試験・認証機関であるニッセンケンでは、早い段階からこのテーマに取り組み、
化学物質管理に関するノウハウと知識を蓄積してきました。また有害化学物質の環境排出ゼロを目指す世界的有
志企業連合「ZDHC」認定試験機関となっています。
　有害化学物質対策には、各物質の特徴を知ることが重要です。2023年９-10月号に続き、各種規制対象物質の
特徴等をお伝えしていきますので、ぜひ参考にしてください。

File.14�PFAS及びPFOA、PFOS
PFAS（ペルフルオロアルキル化合物）は、PFOA（ペルフルオロオクタン酸）及びPFOS（ペルフルオロオクタンスルホン
酸）など炭素とフッ素の結合を持つ有機化合物の総称です。
■PFASの用途
PFASは、その撥水・撥油・防汚特性により、レインジャケット、消防服、スポーツ衣料などの繊維製品のほか、さまざまな業
界で長年使用されてきました。また、ペルフルオロオクタン酸（PFOA）は、繊維や皮革の加工などの工業用薬剤や、さまざま
な生産プロセスの原料として使用される特定のPFAS化合物です。ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）はフッ素系界面活
性剤であり、以前はさまざまな生地を保護する用途で使用されてきました。
■PFASの毒性
PFASは生分解性が低いため環境中に残留します。これにより、食物連鎖や飲料水中にPFASが蓄積する可能性があり、人間の
健康に直接影響を与える可能性があります。具体的にはホルモン系への影響、欠損やがんの原因など、動植物や人間の生活に
おける悪影響と関連付けられることから、PFASはEU、米国、カナダ、日本を含む多くの国ですでに規制されています。
■PFASの主な規制
▶POPs 条約
▶化審法
▶エコテックス® ／スタンダード100、レザースタンダード、エコパスポート

■エコテックス®事業部からワンコメント
エコテックス®は2023年１月、繊維・皮革・アパレル・履物におけるPFASの全面使用禁止を発表しました。これを受け、４月
に製品クラスⅠ※の規制を強化するとともに、その他の製品クラス（クラスⅡ～Ⅳ）への規制も順次開始します。すべてのPFAS
には有機フッ素が含まれており、エコテックス®国際共同体加盟の世界17カ所のラボで分析試験が可能です。エコテックス®の
目標は、PFASの意図的な使用を防止することです。あらゆる種類のエコテックス®認証において、最新の有機フッ素の国際規
制に準拠した分析試験が行われています。
※ 製品の用途によって求められる安全性のレベルは異なるため、一番厳しい「製品クラスⅠ」から４段階のレベルを設定してい

ます。乳幼児のような敏感肌であったり、肌との接触が大きい製品ほど規制値を厳しくしています。
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お 知 ら せお 知 ら せ

　中小企業庁および公正取引委員会は、下請取引の適正化について、下請代金支払遅延等防止法（下請法）の迅速かつ的確
な運用と違反行為の未然防止、下請中小企業振興法（下請振興法）に基づく振興基準の遵守を指導すること等を通じ、その
推進を図っており、毎年11月を「下請取引適正化推進月間」とし、下請法の普及・啓発事業を集中的に行っております。詳
しくは下記HPをご参照ください。

11月は「下請取引適正化推進月間」です！
～「見直そう」��その一言で　救われる～

主 要 行 事 令和5年9月･10月
一般社団法人日本染色協会
●第１回 長繊維情報部会
  ９月 １日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
●第１回 取引・情報委員会
  ９月 １日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
●第２回 技術・環境対策委員会
 10月26日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋
●第２回 技術・環境講演会
 10月26日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋

日本繊維産業連盟
●第11回 日中韓繊維産業協力会議
  ９月 ５日～７日　於　青島シャングリラホテル

全国短繊維織物無地染工業組合
●第２回 企画・情報委員会
  ９月27日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋

経済産業省
●第７回 繊維製品における資源循環システム検討会
  ９月21日　於　オンライン
●繊維産業企業経営者セミナー
 10月16日　於　三田共用会議所

繊維学会
●繊維学会誌編集委員会
 10月31日　於　オンライン

京都染色研究会
●第793回 研究例会
 10月23日　於　リモート参加

名古屋テキスタイル研究会
●NTRA第２回研究会
 10月12日　於　オンライン

セルロース学会
●年次大会
  ９月29日　於　広島国際会議場

　今年の夏は暑かった…と、毎年言っている気がする。
年々気温が上昇しており、気候変動の影響で、南極の氷
はどんどん小さくなっている。過去10年間の平均値から
すると約70％になっているそうだ。また集中豪雨による
洪水などの被害も相次いでいる。
　そんな中、この雨水を有効活用しようという取り組み
が進められている。雨水を利用した『雨水サイダー』を作
るというプロジェクトだ。始めたのは福井工業大学の笠
井利浩教授。プロジェクトのきっかけは長崎県・五島列
島の赤島との出会いだ。この島の住民は雨水だけで生活
をしている。周囲はおよそ6kmの小さな島で、島民はわ
ずか８人。井戸も水道もなく、生活用水はタンクに貯まっ
た雨水だけだそうだ。風呂や洗濯にはそのまま利用でき
るが、飲用する際は煮沸しなければならず、船で他の島
まで飲用水を買いに行く人もいると知り、雨水を効率よ
く貯めて浄化する仕組みを作った。ただ、雨水を飲む…
と聞くと少し抵抗を感じる人も多いのではないだろうか。
どうしても『不純物などが混ざった汚い水』という印象が
あるからだ。笠井教授はなんとかこのイメージを払拭し
たいと考えた。
　プロジェクトではまず雨水を集めることから始める。
降雨予報が出ると大学構内のウッドデッキにブルーシー
トを張って雨水を貯め、独自に考案した装置で電気を通
して大気中の窒素や硫黄が含まれる汚水ときれいな水と
に選別し、きれいな水だけを取り出す。さらに２種類の
フィルターを通して不純物や臭いも取り除いた後、紫外
線で殺菌する。こうすることで飲用水の基準をクリアし、
食品衛生法に基づく49の検査項目にも合格の水が完成す
る。この水を使ってサイダーや炭酸水、飲用水が作られ
るようになった。
　一時的に雨水を貯めておくことで洪水被害の緩和や災
害時の水不足への備えにもなり、おいしいサイダーにも
生まれ変わる。大雨をただのやっかい者と捉えるのでは
なく、人々の生活に役立つ物へと変化させ共生していこ
うとする技術に期待が膨らむ。
　そもそもこんな異常気象が起こらないよう、無駄な
CO₂排出を減らす努力をしなければとは思うが、時間を
かけて壊してきたものがすぐに元にはもどらないだろう。
それならばせっかくの天の恵み、活用しないともったい
ない。
　皆様のご意見、ご要望、ご感想などお寄せいただけれ
ば幸いです。お待ちしております。

（E-mailadress：gyoumu.osk@nissenkyo.or.jp）
 一般社団法人日本染色協会　編集部

編集後記

中小企業庁HP ：11月は「下請取引適正化推進月間」です！
　https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/2023/231004shitauke.html
公正取引委員会HP
　https://www.jftc.go.jp/houdou/pressrelease/2023/oct/231004_gekkan.html
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●用紙：琵琶湖の環境保全活動を支援する寄付金付びわ湖環境ペーパー
　　　 責任ある木質資源や再生資源を使用したFSC®認証用紙
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷
●製造、廃棄に発生するCO₂をカーボンオフセット済
●CO₂排出量：906.7g/部

906.7


